
◆虐待類型 

種類 内容 

身体的虐待 
暴力行為などで、身体に傷やあざ、
痛みを与える行為、または、外部と
接触させないような行為 

心理的虐待 
高圧的な言葉や態度、無視や嫌が
らせなどによって苦痛を与えるよ
うな行為 

性的虐待 
本人の合意もなく性的な行為を行
ったり、強要したりするような行為 

経済的虐待 
財産や金銭の無断使用や、本人が
望む金銭の使用を理由なく制限す
るような行為 

介護・世話の放
棄・放任 

介護や生活の世話を行っている家
族が、介護や世話を放棄するよう
な行為 

◆虐待に準じた対応を求められる事例 

セルフネグレクト 日常生活に必要な行為を自ら行わ
ない放棄している状態。 

 

 

                             

                             

                             

                             

                             

 
 

柏
西
口
第
２
地
域
包
括
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セ
ン
タ
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小
野
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今
回
の
テ
ー
マ
は
虐
待
で
す
。 

爽
や
か
な
春
に
向
か
う
こ
の
時

期
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
よ
う
な
気

も
致
し
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

特
に
児
童
虐
待
な
ど
の
相
談
件
数

が
増
え
て
い
る
と
ニ
ュ
ー
ス
報
道
な

ど
で
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

幸
い
当
セ
ン
タ
ー
が
受
け
て
い
る

高
齢
者
の
方
の
相
談
自
体
は
そ
れ

ほ
ど
増
え
て
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
自

宅
で
一
緒
に
い
る
時
間
が
ふ
え
る

こ
と
で
通
報
が
増
え
て
し
ま
う
の

は
残
念
な
こ
と
で
す
。 

 

柏
市
全
体
で
の
高
齢
者
虐
待
に

関
す
る
通
報
件
数
は
94
件
（
令
和

元
年
度
）
で
、
例
年
80
件
前
後
で

推
移
し
て
い
ま
す
。
虐
待
し
て
い
る

人
は
自
覚
が
な
い
こ
と
も
多
く
、

そ
の
要
因
は
複
雑
で
経
済
的
な
要

因
や
、
こ
れ
ま
で
の
関
係
性
な
ど

簡
単
に
解
決
し
な
い
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
比
較
的
共
通
す
る
状
況

と
し
て
、
社
会
か
ら
孤
立
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
で
す
。 

今
の
時
代
に
合
わ
せ
た
人
の
つ

な
が
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と

が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 
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高
齢
者
虐
待
防
止
法
に

お
け
る
虐
待
と
は
養
護
者

（
家
族
）
や
、
施
設
職
員
か

ら
高
齢
者
へ
の
虐
待
を
指

し
ま
す
。
高
齢
者
虐
待
は

「
人
と
し
て
の
尊
厳
を
傷

つ
け
る
行
為
」
で
あ
り
、
高

齢
化
が
進
む
中
で
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。 高

齢
者
虐
待
の
背
景
に

は
認
知
症
や
自
立
度
の
低

下
、
そ
の
家
族
の
生
活
上
の

問
題
な
ど
、
様
々
な
要
因
が

あ
り
ま
す
。
養
護
す
る
家
族

の
介
護
疲
れ
や
貧
困
等
で

何
か
し
ら
の
支
援
を
必
要

と
し
て
い
る
場
合
も
少
な

く
な
い
為
、
高
齢
者
虐
待
防

止
法
で
は
罰
則
で
は
な
く
、

虐
待
を
し
て
い
る
養
護
者

（
家
族
）
へ
の
支
援
が
明
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴

で
す
。 

 

地
域
で
心
配
な
方
・
気
に

な
る
方
が
い
る
場
合
や
、
高

齢
者
ご
本
人
で
家
族
や
親

族
と
い
っ
た
養
護
者
の
対

応
等
が
気
に
な
る
場
合
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。
ご
相

談
を
い
た
だ
い
た
方
の
お

名
前
が
漏
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

 

さ
さ
い
な
こ
と
で
も
早
期

に
通
報
が
あ
れ
ば
高
齢
者
本

人
に
対
し
て
医
療
や
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど
適
切

な
対
応
が
な
さ
れ
、
本
人
だ

け
で
な
く
、
養
護
者
（
家
族
）

の
世
話
や
、
介
護
の
負
担
軽

減
と
な
り
、
虐
待
の
深
刻
化

を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。 

 

 



  

                             

                             

                               

                             

                             

歩行数の
記録やスク
ワットをして
います。 
（70 歳代、男

性） 

週一回プー
ルに行ってい
ます。 
（50歳代、女性） 

「かかと」は乾燥や加齢に伴う代謝機能の
低下や体重の圧力を受けて硬くなったりヒビ
が入ったりします。 
だけどヤスリで削ったりはしない 

でくださいね。きちんと洗った後、 
お風呂上りにクリーム等で保湿を 
繰り返すと改善します。ひび割れている時に
は保湿の後、ラップで覆って靴下を履くとだ
んだん柔らかくなり、治ってきます。 
尿素入りの保湿剤は皮膚を柔らかくします

が沁みる事もあります。その時にはヒルドイ
ドやワセリンを塗ると良いでしょう。 
また、水虫がかかとの荒れを起こしている

事もあります。保湿等のお手入れをしても改
善しない場合は皮膚科の受診が必要です。 
日頃のケアとしては入浴後に保湿し、かか

とを含む足裏全体をマッサージして循環を良
くすると効果的です。顔のケアと同じように
習慣づくといいですね。 

スクワットをゆっく
り毎日２０回、かかと
落としを毎日４０回、
ベッドで足上げ４０
回をやっています。 

（８0歳代、男性） 

毎日八千歩の歩
きを実行し九か月が
過ぎました。仕事を
辞め体重が増したの
が元に戻り体重を維
持しています。スポー
ツをしていますが走
るのも速くなりまし
た。    （70歳代、女性） 

このコロナ禍の最中、皆さんがどのようにフレイル予
防をしているのか、ウォーキング講座の参加者の皆さん
やフレイル予防自主グループ「るんるんクラブ」の皆さん
から伺いました。 

今はるんるんクラブで
体操を続けており、体
調を良く保てていると
思う。活動日が決まって
いるので「やらなくち
ゃ」と心を決めることが
でき、継続に繋がって
いると思う。 

（Uさん） 

市のロコモ講座から立ち
上がったフレイル予防を目的
にした自主グループ。旭町近
隣センターで月２回、運動を
している。 

体操をするだけでなく、仲間
と会う事で生活や健康のアイ
デアをもらったり、話したり、話
を聞いてもらったりできること
も健康につながっていると思
う。 

（Yさん） 

運動の機会はこの会だけしかな
いが、これだけでも閉じこもりがち
な生活を変える機会になっている。
身体を動かす事は家では「できそ
う」に思ってもなかなかできないの
で、時間を作ってでかけることが気
分転換にもフレイル予防にもなるこ
とがわかってきているので続けられ
そうに思う。 

（Sさん） 

今は月２回運動をつづ
けている。コロナで中断
したが、近隣センターが
再利用可能になってか
ら、感染予防を守った形
でグループ活動をつづ
けていて、心と身体のリ
フレッシュに役立ってい
る。 

（M さん） 


